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斐伊川水系生態系ネットワーク形成等に向けた『指標大型水鳥類の生息地の保全・整備』の進め方（案）

平成29年度～平成28年度

先行事業の実施、およびモニタリング等
• 神戸川境橋上流左岸、マコモの植栽

• 斐伊川左岸出島地先エリア、湿地の造成

に向けた土砂投入の試行実施 他

斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共

に生きる流域づくり検討協議会

鳥類ワーキングの実施（計3回）

生息環境づくり部会の実施（1回）

整備事業・モニタリ

ングの実施

中長期目標とした取組等を着実に進めていくため、生息環境づくり部会

に自然再生計画を検討する役割を付与する。

生息環境づくり部会、および鳥類ワーキングにおいて、指標大型水鳥類

の生息環境づくりを継続的に検討

圏域内外の大型水鳥類に関する知見・事例の収
集・整理

（継続）圏域内外の大型水鳥類に関する知見・事例の収集・整理

保全・整備の考え方のとり

まとめ

（H29年度は東部エリア3
地区を想定）

• 良好な環境の保全・整備を巡る関係者（地方公共団体、

農業者、漁業者、河川敷の占用者等）との調整

• 各エリアの樹林帯・中州等主な環境要素の維持管理

• 先行事業の（継続）実施

• モニタリングの実施 他

拠点事業地区の選定、保全・整備の方向性の検討、

とりまとめ

・ 西部エリア（堤外地） ‐4地区

・ 東部エリア（堤外地） ‐3地区

（平成28年11月現在）

斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共

に生きる流域づくり検討協議会

• 自然再生計画の検討・策定

• 流域全体で新たな拠点事業地区

の選定
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